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五
法
と
三
身

の
結
び
付
き

-

仏
地
経
論
を
中
心
と
し
て
-

佐

久

間

秀

範

近

年
、
漢
訳

文
献

と
チ
ベ

ッ
ト
訳
文
献
を
比
較
検
討
す

る

こ
と
に
よ
り
、
両

者
間

に
重

大
な
思
想

的
差
異

が
見
出

さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、

旧
来

の
考

え
を
再

検
討

す
る
必
要
性

が
高
ま

っ
て
い
る
。

『
仏
地
経
論
』

に
関

し
て

は
既

に
西
尾

京
雄
博

士
の
詳

し
い
研
究
が
あ
る
が
、
改
め

て
両
訳
を
逐

一
比
較
対
照
す

る
こ

と
に
よ
り
、
新

た
に
両
者
間

に
重
要

な
差
異
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

そ
の

一
つ
と
し
て
以
下
に
五
法
と
三
身

の
関
係
を
見
る

こ
と
に
す

る
。
な

お
紙
数

の

制
約

上
、
詳
論

は
後

日
に
譲

り
、
要
点

の
み
を
示
す

こ
と
に
す
る
。

『
仏
地
経
』

は
喩

伽
行
派
の
目
指
す
悟
り

の
境
地

1
仏

地
を
清
浄

法
界

・
大

円
鏡

智

・
平
等
性
智

・
妙

観
察
智

・
成
所
作
智

の
五
法
に
よ

っ
て
構
造
分
析
す

る
経
典

で
、

こ
れ
は

『
荘
厳

経
論
』

の
菩
提
品

と
極

め
て
密

接
な
関
係
を
持

つ

も
の
で
あ
る
。
菩
提

品

の
骨

子
で
も
あ

る
三
身

と
こ
れ
ら
五
法
と
の
関
係
を
関

連
す
る
諸
経
論
釈
か
ら
引
き
出
し
表
記
す

る
と
下
図

の
如
く
で
あ
る
。

a
 
1
は

チ
ベ

ッ
ト
訳

『
仏
地
経
論
』
(
B
B
h
v
y
-
T
i
b
,
 
P

齎
N
o
.
4
5
9
8
,

c
h
i
.
 
2
9
9
b
3
-
4

)

を

代

表

と

す

る
説

で
あ

る
。
Y
e
 
s
e
s
 
s
d
e

(
s
a
n
d
 
r
g
a

g
t
s
o
 
b
o
h
i
 
r
g
y
a
 
c
h
e
r
 
h
g
r
e
l
 
p
a

齎

N
o
.
 
5
8
4
8

)
、
d
a
s
 
b
r
t

(
c
h
o
s
 
k
y
i
 
r
n
a
g
r
a
m
 
p
 
版
 
5
8
5
0
,
 
c
h
o
 
3
1
0
b
7
)

も
同
説
。

a
-

2
は
漢
訳

『
荘
厳
経
論
』
(
(窓
)三

一
巻

六
○

七
上
)

の
説

で
あ
る
。

a
-
b

は

『
荘
厳
経
論
』

の
安
慧
釈

(
S
a
V
N
h
,
 
D

蘭
N
o
.
 
4
0
3
4
.
 
m
i 1

4
0
a
5
と
m
i
 
1
3
5
b
6
以
下

と
を
総
合
的
に
判

断
す
る
)

の
説

で
あ

る
。

b
-

1
は
漢
訳

『仏

地
経
論
』

(
(蓉)
二
六
巻
三

一
七
上
、

三

二

五

下
-
三

二

六
上
)
特
有

の
説

で
あ
る
。

b
1

2
は

『
成

唯
識
論
』
(
(零)

三

一
巻

五
七
下
-

五
八
中
)
『
八
宗
綱
要
』
に
、

後

の
法
相
教
学

の
正
義
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
説

で
あ

る
。

c
は

『
摂
大
乗
論
』

世
親
釈

真
諦
訳

(
(蓉)
三

一
巻

二
六
七
中
)

に
示
さ
れ

て

い
る
説

で
あ

る
。

さ

て
、
漢
訳

『
仏
地

経
論
』

の
記
載

(
(き)
二
六
巻
三

二
五
下
-

三
二
六
上
)

か
ら
、

a
-
1
と
b
-

1
と

の
優
劣
を
考

え
る
際

に

『
荘
厳

経
論
』
と

『
摂
大

乗
論
』

の
解
釈

が
極
め
て
重
要
な
ポ

イ

ン
ト
と
な

っ
て
い
る

こ
と
が
判

る
。

先
ず

『
荘
厳
経
論
』

(
M
S
a)

の
場
合
を
見

て
み
よ
う
。
M
S
A
s
k
tで
三
身

と
五
法

の
関
係

を
扱

っ
て
い
る
の
は
第
九
章
菩
提
品

の
第

六
七
偶

か
ら
第
七
六

偶

で
あ

る
が
、

漢
訳

に
比
べ
て
は
る
か

に
不
明
確

で
、
成
所
作
智
-
変

化
身

を

除

い
て
、

こ
の
関

係
を
積
極
的
に
確
定
す

る
こ
と
は
難

し
い
。

こ
の
事

は
例
え

ば
宇
井
伯
寿
博

士
が

『
大
乗
荘
厳
経
論
研
究
』

の
中

で
漢
訳

と
同
様
、

a
-
2
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の
関
係
を
提
示
し
、
武
内
紹
晃
氏
が

『喩
伽
行
唯
識
学
の
研
究
』
の
中
で
a
-

1
の
関
係
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
判
る
で
あ
ろ
う
。

漢
訳

『仏
地
経
論
』
の
先
の
箇
所
の
b
有
義
を
主
張
す
る
中
で
、

「荘
厳
論
説
。
大
円
鏡
智
是
受
用
仏
。
摂
大
乗
説
。
転
諸
転
識
得
受
用
身
。

然
説
転
去
阿
頼
耶
識
得
法
身
者
。
此
説
転
去
第
八
識
中
二
障
種
子
。
顕
得
清

浄
転
依
法
身
。
非
説
鏡
智
。
以
説
鏡
智
是
受
用
故
。」

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
a
有
義
を
誤
ま
り
と
し
b
有
義
を
正
義
と
す
る
根
拠

と
な
る
部
分
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
M
S
A
が
鏡
智

受
用
身
の

関
係
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
相
当
部
分
の
M
S
A
s
k
t
I
X
-
69
cd
は

s
a
m
b
h
o
g
a
b
u*
j
n
a
n
a
p
 
c
a
 
t
a
t

で
あ
り
、
「
そ
し
て
そ
れ
は
智
の
影
像
を
生
ず
る
か
ら
受
用
仏
で
あ
る
」
と
解

釈
で
き
る
。
し
か
し
、
契
部
分
を
複
合
語
と
し
て
解
釈
し
た
場
合
に
は
宇
井
訳

「そ
し
て
、
そ
れ
は
受
用
仏
と
智
慧
と
の
像
が
、
そ
れ
か
ら
、
生
ず
る
か
ら
で

あ
る
。」
と
漢
訳
に
引
き
寄
せ
て
解
釈
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
世
親

釈
の
部
分
も
同
様
で
あ
る
。
因
に
無
性
釈
に
は
こ
れ
に
関
す
る
記
載
が
な
い
。

以
上
、
M
S
A
か
ら
は
確
定
し
た
関
係
が
得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
の
が
妥
当

で
あ
り
、
世
親
・
無
性
も
ま
た
明
確
で
は
な
く
、
安
慧
で
明
示
さ
れ
始
め
、

p
r
a
b
h
a
k

訳
の

『荘
厳
経
論
』
、戒
賢
の
『
仏
地
経
論
』
、玄
突
訳
の

『仏
地
経
論
』
で
そ
れ
ぞ
れ
明
示
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
先
に

『仏
地
経
論
』
の
原
文
を
示
し
た
中
の

『摂
大
乗
論
』
の
説
か

ら
阿
頼
耶
識
1
↓
法
身
の
関
係
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
判
る
。
a
有
義
で
こ
れ
と

阿
頼
耶
識
1
↓
大
円
鏡
智
の
関
係
と
を
合
わ
せ
て
大
円
鏡
智
-
法
身
の
関
係
を

導
び
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
b
有
義
の
正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
に
先
の
文

が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

『摂
大
乗
論
』
の
諸
本
を
比
較
す
る
と

世
親
釈
真
諦
訳

(
(零
)三
一
巻
二
六
七
中
)
を
除
い
て
、
す
べ
て
先
の
関
係
を
示

し

て
い
る

(
世
親
釈
玄

婁

訳

(表)
三

一
巻

三

七

八

下
、

同
T
i
b
訳
D

齎
N
o
.

4
0
5
0
 
r
i
 
1
8
8
b
8
-
1
8
8
b
8
-
1
8
9
1
、

無
性
釈
玄
婁
訳

(零)
三

一
巻
四

四

八

上
、

同
T
i
b
訳

D

蘭
N
o
.
 
4
0
5
1
 
r
i
.
 
2
9
4
a
4
-
5

)
。
転
依

に
於
け
る
四
智

と
八
識

の
関

係

に

つ

い
て
は
別
な

機
会
に
譲
る

が
、

鏡
智

-
阿
頼
耶
識

の
関
係
は
比
較
的
古

い
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
、

『
摂
大
乗

論
』
に
基
づ
け
ば
、

b
有
義

の
様

な
特

別

な
解
釈

を
加
え
な

い
限
り
鏡
智
-

法
身
が
成
立

し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

し
か
し

『
荘

厳
経
論
』
と

『
摂
大
乗

論
』

と
は
極
め

て
密
接
な
関
係
に
あ
る
か
ら
、

こ
の
二

論
か
ら

こ
れ
程
ま
で
決

定
的
な
差
異
を
導
く

こ
と
は
危
険

で
あ
り
、

む
し
ろ
鏡

智

と
法
身

と
の
関
係
が

い
ま
だ
明
確

で
な

か

っ
た

と
考
え
る
方
が
正
確

で
あ

ろ

う
。

な
お
、

先

の

『摂

大
乗

論
』
世
親
釈
真
諦
訳

は

c
に
当
た
る
。

以

上
、
述

べ
て
来
た
事
か
ら
次

の
様
な
事
を
推
知
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

(一
)
、イ

ン
ド
で
は
五
法
と
三
身

の
関
係

は
必
ず

し
も
明
確

で
な
く
、

全
体
と
し

て

「
理

の
み

の
法
身
」

(
図

の
b

の
系
統
)
も
含
め
た

「
理
智

不
二

の
法
身
」

(図

の

a
と

c
の
系
統

)
を
基
調

と
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
、

そ

し

て
不
明

確

で
あ

る
と

い
う
点
で
は
、

弥
勒

・
無
著

・
世
親

・
無
性
等
は

こ
の
傾
向

の

中

で
捉
え
ら
れ
る

こ
と
。

(二
)
、真
諦

は
異
質
に
見
え
る
が
、

法
身

に
智
を
含
め
る
点

で
理
智

不
二

の
法
身

の
系
統

に
含
め
ら
れ
る

こ
と
。

(三
)
、安
慧

で
こ
の
関
係
が
明
示
さ
れ
、

し
か
も

a
↓
b
の
片
鱗

が
窺

え
る

こ
と

(四
)
、戒
賢

・
Y
e
 
s
e
s
 
s
d
e

・
d
p
a
l
 
b
r
t
s
e
g
s

は
明
確
に

a
-
1
を
説

い
て

い
る

こ
と
。

(五)
、
r
a
l
f
s
l

は
独
特
だ

が
、
理
智
不

二
法
身

で
あ
り
、

a
に
属
す

こ
と
。

(六)
、

玄
突
訳

で
あ
る

『
成
唯
識
論
』
『
仏
地
経
論
』

の
み
が
b
に
属
す

こ
と
。

以
上
、
要
点

の
み
を
記
し
た
。

(
東
京
大
学
大
学
院
)

五
法

と
三
身

の
結

び
付

き

(
佐
久
間
)
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